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一 般 演 題

11 　 画 像 上 充 実 部 分 を 有 す る I P M T の C T ,  M R I

所 見 － 膵 管 癌 と の 比 較

加 村 毅 ・ 高 野 徹 ・ 尾 崎 利 郎･

山 本 哲 史 ・ 笹 井 啓 資
･

新潟大学医歯学総合病院放射線科

拡張 した主腸管 ･ 分枝月率管内の 一 部に充実性部

分がみ られた場合, 充実部分を有する I P M T と診

断可能 だが, 充実部分が分枝月華管の 大半を占拠す

る と
一

見通常の月琴管癌と渠似 した所見にみ える こ

と があ る. 当院で切除された画像上充実部分を有

する IP M T 6 例の 充実部分 の C T , M RI 所見を検

討 し , 通常 の月琴管癌の 所 見 と 比較 し た 結 果 ,

IP M T の月琴管内充実部分は通常の月華管癌と異な る

3 つ の 特徴がみ られた .

( 1

(2

弱い 早期濃染を有する .

充実部分が 一

見月華実質外に突出して い て も辺

嫁が整 で, 平衡相で被膜様濃染を認める .

( 3) 充実部分が月華管拡張部 と摸する と こ ろ で は

M R C P で境界が繊毛状 になる .

これらの所見をともにみ たす場合は, 腸管拡張

部の 大半が充実部分に置き換わ っ て い ても, 充実

部分を有 する IP M T と診断で きる可能性が 高 い

と思われる .

2 　 経 過 観 察 中 に 浸 潤 癌 に 進 展 し た I P M N の 1 例

塩 路 和 彦 ・ 川 合 弘 一 ・ 小 林 正 明
一

･

杉 村 一 仁 ・ 本 間 照 ・ 青 柳 豊
- 仁

成 澤 林 太 郎 * ・ 山 本 哲 史 * *

･ 青
･

新潟大学教育研究院医歯学系

消化器内科学分野

新潟大学医歯学総合病院光学

医療診療部
*

同 放射線科
* *

症例は 7 4 歳の 女性 . 1 99 6 年 7 月ス ク リ ー ニ ン

グ の 腹 部 エ コ ー に て 牌 嚢胞 を指 摘 . M R C P で

I P M N と考えられたが 明ら か な悪性所見なく経過

観察と な っ た .

嚢胞径 が増大 した ため 1 9 9 9 年 E R C P , E U S に

て精査が行われ, 混合型の IP M N と診断. 嚢胞径,

主月華管径より手術適応と考えられたが, 皮膚筋炎,

問質性肺炎の基礎疾患がありス テ ロ イ ド内服中で

ある ことより経過観察の方針とな っ た .

以後, U S , M R C P で経過観察され著変認められな

か っ た が, 2 0 0 4 年 5 月体重減少と C A 1 9 - 9 の 上

昇あり C T にて 閉塞性黄痘, 月華頭部浸潤癌の診断

とな っ た .

IP M N で浸潤癌へ の 変化が画像でと らえ られた

貴重 な症例と考 え報告する.

3 　 い わ ゆ る M u l t i f o c a l  F i b r o s c l e r o s i s に 合 併 し

た自己免疫性腸炎の 1 例

池 田 晴 夫 ・ 古 川 浩 一 ・ 岩 本 靖 彦一 ･

渡 辺 和 彦 ・ 相 場 恒 男 ・ 米 山 靖･

和 栗 暢 生 ・ 五 十 嵐 健 太 郎 ・ 月 岡 恵
･

･

原 口 通 比 古 * ・ 川 上 芳 明 * * ・ 大 澤 哲 雄 * *

橋 立 英 樹 * * * ・ 渋 谷 宏 行 * * *

新潟市民病院消化器科

同 呼吸器科
*

同 泌尿器科
* *

同 病理科
* * *

症例 は 7 1 歳男性 . 平成 1 6 年 6 月 1 5 日右季肋

部痛を主訴に 当科初診 . 来院時既に右季肋部痛は

軽快 して い た . 身体所見で は顕性黄痘 は認め ず,

腹部に庄痛, 筋性防御な し. 血液生化学検査 で は


